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講
師
の
柏
木
氏
は
、
内
閣

府
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ

Ｐ
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

分
野
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
や
経
産
省
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策

分
科
会
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
構
築
に
専
門
的
な
立
場

で
長
年
携
わ
っ
て
い
る
。
講

演
の
は
じ
め
に
、
菅
義
偉
内

閣
総
理
大
臣
が
昨
年
の
所
信

表
明
演
説
で
宣
言
し
た
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
意
味
合
い
や
世
界
に

お
け
る
脱
炭
素
化
へ
の
動
き

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
次
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、

二
酸
化
炭
素
の
93
％
、
二
酸

化
炭
素
以
外
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
85
％
を
排
出
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
部
門
の
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
し
て
、
自
身

が
携
わ
る
政
府
の
革
新
的
環

境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に

つ
い
て
、
①
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
②
デ
ジ

タ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
③
水

素
④
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク

ル
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
（
二
酸
化

炭
素
の
回
収

・
利
用
・
貯
留
技
術
）
⑤
ゼ

ロ
エ
ミ
農
林
水
産
業
―
と
い

っ
た
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

説
明
。
と
り
わ
け
、
日
本
で

使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

70
％
以
上
を
占
め
る
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
依
存
か
ら
脱
却

す
る
上
で
、
燃
焼
時
に
炭
素

を
出
さ
な
い
水
素
で
の
技
術

開
発
と
利
用
が
今
後
、
非
常

に
重
要
に
な
る
と
指
摘
し

た
。

　
最
後
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
の
重
点
14
分
野
を

説
明
し
た
上
で
、
菅
総
理
が

打
ち
出
し
た
２
兆
円
の
グ
リ

ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金

事
業
に
つ
い
て
紹
介
。
新
た

な
革
新
的
技
術
の
普
及
を
目

指
し
て
国
立
研
究
開
発
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
に
基
金
を
設
け
て
、
具

体
的
な
目
標
年
限
と
タ
ー
ゲ

ッ
ト
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
示
す
企
業
の
研
究
開
発
を

10
年
間
継
続
し
て
支
援
し
て

い
く
も
の
で
、
柏
木
氏
は
同

事
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

①
電
化
と
電
力
の
グ
リ
ー
ン

化
②
水
素
社
会
の
実
現
③
二

酸
化
炭
素
の
固
定
・
再
利
用

―
の
３
点
を
挙
げ
た
。

　
講
演
終
了
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
グ
リ

ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
ま
ず
は
二
酸
化
炭
素
の

排
出
を
抑
え
る
と
い
う
考
え

方
が
基
本
で
は
な
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
柏
木
氏
は
、

「
最
も
大
切
で
即
効
性
が
あ

る
の
は
省
エ
ネ
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
は
既
存
の
イ

ン
フ
ラ
を
う
ま
く
使
わ
な
い

と
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

で
、
省
エ
ネ
を
進
め
な
が
ら

徐
々
に
低
炭
素
型
か
ら
脱
炭

素
型
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
日
本
の
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
開

発
力
に
つ
い
て
は
、
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開
発
の

中
で
も
蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
水

素
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
日
本
が
得

意
な
分
野
で
あ
り
、
諸
外
国

に
比
べ
て
競
争
力
が
あ
る
分

野
だ
と
理
解
し
て
い
る
」
と

回
答
。
ま
た
、
現
在
10
％
台

の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
の
２
０
３
０
年
や
50
年
で

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子

力
の
稼
働
に
よ
っ
て
30
年
で

50
％
程
度
、
50
年
で
90
％
の

自
給
率
を
目
指
し
て
い
る
」

と
答
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｆ
で
は
10
年
秋
か

ら
、
金
融
・
保
険
業
界
、
実

業
界
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

等
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
日

本
に
関
わ
る
主
要
な
リ
ス
ク

や
政
策
に
関
す
る
専
門
的
な

分
析
と
議
論
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
活
動
を
開
始
し
て
か

ら
10
年
を
迎
え
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
日
本
に
と
っ
て
重
要

で
長
期
的
な
テ
ー
マ
を
よ
り

深
く
堀
り
下
げ
て
議
論
す
る

今
回
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
シ
リ
ー
ズ
を
企
画
し
た
。

柏
木
教
授
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
道
筋
解
説

柏木氏

10
周
年
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
議
論

　
一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｒ
Ｆ
）
は
３
月

24
日
、
「
10
周
年
記
念
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
我
が
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
」
を
開
催
し
た
。
東
京
工
業
大
学
特
命
教
授
・
名
誉
教

授
で
、
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
柏
木
孝
夫

氏
を
講
師
に
招
き
、
日
本
の
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
中
心
に
２
０
５

０
年
ま
で
に
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
な
ど

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。
当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
専
門
家
や
実
務

家
が
多
数
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
Ｆ
理
事
・
幹
事
代
表
の
酒
井
重
人
氏
の
司
会
の
も

と
で
、
多
く
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

ジャパン・リスク・フォーラム


